






































































































































































































































































































































































































































































































































































れば原典は以下の通りである。Morgenstern, L., Das Paradies der Kindheit, nach Friedrich 
Fröbels Grundsätzen, 1865.
19　湯川嘉津美『日本幼稚園成立史の研究』風間書房　2001年　134－135頁。
20　同書　124頁。
21　湯川によれば、同記事の出典は以下の通りである。（「幼穉園ノ説」米国教育寮年報書抄訳
『文部省雑誌』1874年第27号、12月28日）同書116頁による。
22　同書　133頁。
23　同書　133頁。
24　名須川知子　田中亨胤　前掲論文　55頁。
25　文部省『幼稚園教育百年史』ひかりのくに　1979年　822頁。
26　文部省『学制百年史』帝国地方行政学会　1972年　341頁。
27　同書　340頁。
28　同書　341頁。
29　文部省　前掲書『幼稚園教育百年史』194頁。
30　同書　194頁。
31　同書　142頁。
32　同書　194頁。
33　児童中心主義は同時代の小学校教育にも多大な影響を及ぼしたが、小学校教育がその思潮
の流れを私立学校の設立を通して受け止めたのに対し、幼稚園教育は公教育全体でそれを
広く受容することができたといえるであろう。
34　文部省　前掲書『学制百年史』341頁。
35　我が国の幼稚園教育の変遷には、保姆による、幼児の遊びが導き出す「自由感」の発見が
あることを指摘しておきたい。そこには、欧米の幼児教育を無批判に受容した幼稚園教育
の黎明期を生きた先達に学び、また幼い子どもたちに対する深い洞察により「創意」を積
み重ね、一方では、欧米からの新たな保育思想の受容をも厭わなかった保姆たちの柔軟性
に寄与するところが大きいのである。子どもの「自由感」を肯定的に捉えるには、保姆た
ち自らの自由がそれを後押ししたのである。
36　倉橋惣三『幼稚園真諦』倉橋惣三文庫①　フレーベル館　2008年　75頁。同書は、昭和９
年に出版された『幼稚園保育法真諦』（東洋図書）を元に、以後発行された『フレーベル
新書10　幼稚園真諦』を底本としている。
37　東京女子高等師範學校附属幼稚園編『系統的保育案の實際』日本幼稚園協會　1935年。 
なお、同書は次の文献集に収録されている。『大正・昭和保育文献集　第６巻』日本図書
センター　2010年。
38　同書　３頁。
39　同書　６頁。
40　文部省　前掲書『幼稚園教育百年史』826頁。
